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 本報告では，特定地震発生時の特定地点における応答スペクトルの周期間相関を，強震動波形計算によっ

て算定した応答スペクトルを使って評価した結果を報告する。 
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1. はじめに 

 著者らは，加速度応答スペクトルの地震動予測式(GMPE)を使って固有周期の異なる耐震機器と免震機器か

ら成る耐震多様性を有するシステムのリスク評価を行った[1]。GMPE は，マグニチュードや震源距離等を与

えて，固有周期毎の応答加速度の平均値および標準偏差を算定できるが，異なる周期間の関係は考慮されて

いない。このため，文献[1]では，多数の地震および観測点における地震観測記録を回帰分析して求めた Baker

の周期間相関[2]を用いて，それぞれの機器の応答加速度を評価した。本検討では，特定地震発生時の特定地

点の周期間相関を，統計的グリーン関数法により算定した応答スペクトルを使って評価する。 

2. 検討方法 

検討ケースは，地震規模 M6.9 と M7.3，断層最短

距離 R=5, 10, 20km を組み合わせた 6 ケースとした。

断層パラメータのうち，地震モーメント M0，短周期

レベル A，アスペリティ位置，破壊開始点位置，破壊

伝播速度 Vrは，文献[3]を参考に不確実さを与え，各

ケースで 500 波を生成した。また，上記以外の断層

パラメータは強震動予測レシピに基づき設定した。

各検討ケースの周期間相関は，500 波の加速度応答ス

ペクトルにおける GMPE と統計的グリーン関数法間

の残差の相関係数として算定した。 

3. 検討結果と考察 

各ケースの固有周期 T1=0.3 秒に対する周期間相関ρを Baker と比較して図 1に示す。M が大きいほど，最

短距離 R が近いほどρは大きくなる傾向がある。文献[1]では，機器の固有周期を 0.3 秒と 3.0 秒と仮定して，

Baker のρ=0.25 を用いている。本検討で求めた周期間相関はρ=0.25～0.72 となり，Baker のρより大きくな

る傾向がある。したがって，サイトに近接する特定の大規模地震に対して耐震多様性システムのリスク評価

に Baker のρを用いるとリスクを過少に評価する可能性があるため，このことを反映した評価をすることが

望ましいと考えられる。 
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図 1 周期間相関(T1=0.3 秒) 
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